























良 好| 4 18 21 19 13 1 1 
中 蔵| 4 10 7 6 5 8 8 1 
徹 扇 5 5 2 3 5114 
痕 跡 1 3 1 3 1 
無 し 27 17 5 4 9 
菌の費育に劃する最高温度は36度がら55度迄の










5・56・06・8~.4 7.8 8・28・69・0及 9・6の1q段
階の培養萎に培養して生育朕態そ検した.其中






なき物は 1株もない)pH 5.5では華宵弱<¥ pH 
10度は16菌株施日後、 15.-50護は27菌検13日後の 5・2で持費育極めて徴弱tあるか又は鷲育しな
震育程嘆を5段締に分ちて詑縫じた。 い。〈此 pHでは第2類 18抹中8株は費育しな
本表から制捜に放射献薗一般に就いて首へ い)縫ってー般土壇故榔薗の壷育に劃ずる酸
ば護育の昼過温度は30度 (以下温度は揖託、附 性側の pH限界は、大髄5・2附近ざいふ事が出
廷にあゆも 25度・ iO度では護育緩漫であるが、 A 来るo此鮪Wakam.an(1919a，1920)の貰験結果3
9日後には36度の鷲育程度に接近して来る.最 よぐ合致しτ居る。次に瞳基性側の7.8では殆









最高鰐|各段鰐吋同右 ~I段儲 ?る醤練費主 合段階 r:.露する主な穣
61-55。 3 4.2 



















'41 4(1. 31 43.1 町8eOèhromo~盟国
36 400 21 29.2 A. 8csbie圃，A. lXl担ubilis， A. luteo・viridio
町農豊島研究第37怨第2披 67-61頁 194乃 にbわ
稔るさ『般に養育が思〈訟の、 9・0では第2頚
























目~romogenu8， Act.. viridochl'l'>inogenuB， Aot.








た J 硝酸ア 4〆'1';ニタム 1瓦・第2燐酸jJリ 0・δ
瓦・硫酸干グネシウム O.fi瓦・盟化ナトリウム











イヌ ，9γ 3 1 19 . 
曹是 芽 総 7 14 2 
w:糖碩 薦 械 1 7 E 10 
託 絵、 1 9 4 9 
一 と: 葡 糠 8 15 
マ γノーメ 8 10 3 2 
ガラタ メー 16 3 3 1 
草書il露
来 M 1 2 12 2 6 
...シ冒ー メ 5 8 1 9 
アヲぜ ，1.-:;( 3 4 7 9 
|守 ν"""ト 6 9 ‘8 
多{賀
y 'tぜ!1 t 5 7 11 
'T 1t. '" 1/11/9 ヲー 5 18 
戸 3レ額 グ・!1 -it JI :.> 1 10 2 
グ!J :1 -ル 7 13 3 
拘 機 駿 10 5 I 
現 泊 酸 t 8 6 1 1 
酪 駿 8 す 1 
ア守 F伊酸 6 9 1 
.綴酸額 株 検 酸、 5 8 2 1 
乳 酸 5 2 9 
酒 石 酸 1 15 
グ'ヨル殴 1 15 





































































































































































が培養中にその性質に聾iヒを起しすこ際、その麓 利用し難い性質を有してゐる j)~、 No・ 12菌株は
嘗め一部~係。てそのもの元来の噴境である土 .薦櫛を、 No.26ほマシニットを、 No・16P>は上
壊に接種し、或る期間保った後再び分離したさ 記3積の炭素源の何れをもよく利用し符る，
こる、多〈の場合膏の性質やさり戻す事を確め 以上の様に同一種t1:薦する菌株聞に餐異が存
1~. 乙の所謂「土雛逼渇J (1回 il1188曲gel)は衣 在するが、主主に斯様t.r.費異の生十る可能性ぞ示
の様な方秩によ勺τ貰施した 試験管に畑地土 唆する如き現象がみられ.る それは先じ、著者
棋や入れ、*~加へて池宮な話強度にし高座殺薗 (1943 b) /J' Act.毘u凶tlL必，hi臼li旬8¥仁二於
品脅F行つfた三ものlじこ鍾賀しし‘大た放射;蹴伏薗の分生子叉は 現a象kでdあbる.卸tもb止的hの種に届厩EすJる5N匂.3拐5.6防3.
蘭綿値の一唱郵日を接種し、 P刊o度に2遡閥位保つf允: 1臼5日l は元否来終R薦官楢A栓旨殆~~宅憩?現i期じ得t彰2 いもの 、宅で=あb る
悦再分線を行つf允ニG その結巣iじこ就いてニ.三め が、 R薦君糖4そ旨炭素世漁源-京;さする培養基に培養しtゐる
例をi.げれば、本来赤色め基生費育を形成する 間i亡、此の操素源をよく利用し得る費異株ぞ解
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